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図Ⅲ.3.4 フェーズⅡの研究連携図 

 

（２）研究テーマの推移 
 サブテーマの編成と推移については前述のとおりであるが、小テーマの推移については

図Ⅲ.3.5 に示す。 

フェーズⅡには、サブテーマ A,B,D においてそれぞれ一つずつ、合計 3 つのベンチャー

が立ち上がっており、サブテーマ A,B,D においては、それらとの共同研究が大きな柱とな

った。独自のベンチャーを持たないサブテーマ C は、福祉応用部として、基盤技術部のサ

ブテーマ Aと共同研究する体制をとった。 

フェーズⅡへの移行に際し、旧 1-b は廃止し、旧 1-a と旧 1-c に吸収させ、それぞれ A1、

A2 とした。これによりサブテーマ A（旧テーマ１）は、高速分子進化の既存 in vitro 法の

改良をめざす A1、既存 in vivo 法を用いて適応歩行技術の発展をめざす A2、新規な in vitro
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法の開発をめざす A3、その基礎を発展させる A4 に再編した。各小テーマは市場価値のある

分子をターゲットとし、実用性を顕在化させた。 

旧 2-b は廃止し、旧 2-a にその一部を吸収させ B1 とし、相同組換えによる高速ゲノム進

化のテーマを重点的に発展させた。特に、フェーズⅠで立ち上げた抗体工学ベンチャー：

カイオム社と共同でこの新技術・新産業を育んだ。以上、サブテーマ A と B で基盤技術部

を形成した。 

旧 3-1b は廃止し、旧 3-1c も対象を整理し、医療応用のサブテーマ C（旧 3-1）を実用化

に向けて再編した。旧 3-2d を旧 3-2b に吸収させ D2 とした。また D2 からは環境ベンチャ

ー・クラリス環境(株)を立ち上げ、これらにより、環境応用のサブテーマ D（旧 3-2）を実

用化に向けて再編した。以上サブテーマ Cと D で福祉応用部を形成した。 

終年度は、予算の圧縮による雇用研究員の早期退職への対処と、都市エリア産学官連

携促進事業（一般型）「埼玉・圏央エリア」が４月に採択されたことに伴い、図Ⅲ.3.5 に示

す通りの研究テーマに絞り込んだ。都市エリア事業は、（１）相同組換え技術による高機能

抗体作成と医療応用、（２）医療シーズとしての特異的結合性ペプチド（ペプチドアプタマ

ー）の開発、という２つのサブテーマからなるプロジェクトであるが、それぞれフェーズ

Ⅱにおける B1・C3 と A1・A3・C2 の主要テーマを発展させるものである。 終年度は実質

的には 4 ヶ月間、都市エリア事業と並走することになったので、主としてターゲット分子

によって両事業を仕分けた。 
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フェーズⅡ 
フェーズⅠ（H14～H16）16 テーマ 

（H17,18）11 テーマ  （H19 終年度）8テーマ 

1-a 分子多様性作出技術の展開 A1 進化リアクタープロセスの開発 A1 進化リアクタープロセスの開発 

1-b 遺伝子型と表現型のウイルス的対応付

け技術の展開 
・バイオプローブ、進化フローリアクター

・バクテリオシンの 適化 

  

1-c 配列空間適応歩行技術の展開 A2 配列空間適応歩行技術の展開 A2 配列空間適応歩行技術の展開 

1-d マイクロバイオ分析デバイスの開発 
A3 マイクロリアクターアレイ進化リアクタ

ーの開発 

A3 マイクロリアクターアレイ進化リ

アクターの開発 

1-e マイクロリアクターアレイ進化リアク

ターの開発 
A4 マイクロバイオ分析デバイスの開発  

１ 

1-f ゲノムデータからの知識抽出手法の開

発と評価（～H15） 

Ａ

 

 

 

 

 

 

Ａ

 

 

 

 

 

 

2-a 相同組換えの頻度増大と抗体の創出を

例とする高速ゲノム進化への応用 

B1 相同組換えの頻度制御と高速ゲノム進化

への応用 

B1 相同組換えの頻度制御と高速ゲノ

ム進化への応用 
２ 

2-b マウスＥＳ細胞における相同組換えク

ローン単利技術の改善 

 

Ｂ
 

Ｂ

 

3-1-a がん治療の標的として有用なサイト

カインの機能解析と創出 

3-1-b 生体高分子相互作用解析のためのバ

イオセンサーの開発 

C1 神経疾患・免疫疾患等に関連した機能分

子の創出 
・神経軸索ジストロフィー、パーキンソン病

等の神経変性疾患に関連する機能分子の創出

・アミロイドベータを標的としたアルツハイ

マー病の診断薬の創出 

 

3-1-c がん・神経疾患・免疫疾患等に関連

した機能分子の解析および創出 

C2 がん診断・治療に関連した機能分子の創

出 
C2 アプタマーの医療応用 

3-1 

3-1-d モデル動物やその細胞株を用いた脳

機能、細胞増殖因子の解析と創薬 

Ｃ

 

 

C3 脳機能・細胞増殖因子等に関連した機能

分子の創出 

Ｃ

 

C3 脳機能・細胞増殖因子等に関連し

た機能分子の創出 

3-2-a 環境浄化・環境耐性微生物の分子育

種 
D1 環境浄化・環境耐性微生物の分子育種  

3-2-b 土壌細菌の遺伝子発現解析と有用土

壌菌のデザイン 
D2 浄化槽微生物群集の 適化 D2 浄化槽微生物群集の 適化 

3-2-c 病虫害体制宿物の分子育種 D3 病虫害耐性植物の分子育種 D3 病虫害耐性植物の分子育種 

3-2 

3-2-d ゲノム変化簡易解析システムの開発

 

 

Ｄ

 

 

 
 

 

Ｄ

 

 

 

 

図Ⅲ.3.5 小テーマ編成の推移 
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